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◆ 研究概要 
免疫システムの基盤研究は, バイオ医薬品開発の新たな方向性である抗体医薬等の開発に必須である. 本研究講座は免

疫システムの作動と制御機構を明らかにし, その異常に起因した免疫病の予防, 診断, 治療及び創薬研究を推進すること

を目的とする. 研究課題としては, ①自然免疫と獲得免疫の相互作用と制御系の解明を目指し, それを制御する天然物を

探索する. ②抗体を産生する B 細胞の発生, 成熟, 抗体のクラススイッチ変換を制御する新規分子の同定とシグナル伝達

系を明らかにする. ③感染症に対する抗体医療確立を目指し, B細胞における自然免疫系の活性化, シグナル伝達, 抗体産

生のメカニズムを明らかにする. ④免疫病の病態解明と創薬への応用を目指し, アレルギーや自己免疫疾患などの免疫病

のモデルマウスを用いて, それを制御することを探索する, などがある. 
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